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睡眠文化研究とは何か�

睡眠を知らない人はいないし、睡眠を
とらない人もいない。でもあまりにも日
常的で当たり前であるために、睡眠は研
究の対象になってこなかったという学問
上の歴史があるんですね。
1980年代になってようやく睡眠医学

という形で睡眠の科学的な研究が始まり
ました。睡眠の科学的研究は、眠りをコ
ントロールできないために起こる問題、
たとえば居眠りによる交通事故などいろ
んな問題を解決し、社会を効率的にしよ
うという意識から始まったのです。しか
し、その科学的な研究は睡眠を人間の行
動の中で効率が良くない部分だと見なす
ことが多かったんです。
そこで、睡眠の文化的な研究は効率至

上主義というような社会の考え方をいっ
たん棚上げにして、そうじゃない部分に
光を当てようという大きな目的から始
まったんですね。そして行き着くところ
は、人間が気持ちよく、楽しく眠れると
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人生の３分の１を占めると言われる睡眠。その睡眠に新しい光を当
てるのが睡眠を文化的に研究する睡眠文化研究です。今回は日本で初
めて睡眠文化の講義を開講された重田先生に、睡眠文化研究の現状と
今後の展望などを伺いました。� （くじら）

はどういうことなのかに迫ることなんで
す。睡眠文化研究は、我々は昼間起きる
ために眠っているという考え方から脱却
して、眠りそのものが楽しいとか意味が
あるとか、そういう考え方をサポートす
る研究なんですね。

睡眠文化研究の現状�

こういう新しい研究分野を作って始
めるときは、いわゆる学問上の概念語や
用語がないわけですよ。例えば、僕らが
この研究をしていて気がついたのは、パ
ジャマ、寝巻、浴衣あるいはＴシャツな
ど寝るときに身につける衣類の一般名称
が日本語にはないということです。だか
らその一般名称となる「ねむり衣

ぎ

」とい
う言葉を新たに作って、人間が眠るとき
に身につけるものを研究しています。
そして、より多くの人に睡眠文化のお

もしろさを知ってもらうために、『睡眠
文化を学ぶ人のために』という睡眠文化
研究初の教科書を去年出しました。

でも、睡眠文化研究コースとかを日本
中の大学で探しても今は１つもないんで
すよ。睡眠文化研究はまだ始まったばか
りなんですね。

これからの目標　　　　　　�

１人でも多くの人に睡眠文化研究の目
的を知ってもらって、おもしろい学問が
あるんだなと感じてもらうのが、これか
らの目標の一番大事なところだと思いま
す。いろんな勉強・研究をしている人が
いますけど、その人たちもその分野を離
れることなく睡眠文化の研究に参入でき
る可能性があります。
睡眠文化という学問分野を作って検

討すれば、地域的にあるいは歴史的にも、
睡眠にはいろんな違いと共通性があるこ
とを知ることができます。違いがあると
いうことはある種の豊かさの指標になる
と思います。だから、睡眠文化研究は眠
りの豊かさを求めていくということにつ
ながるんですね。

睡眠文化研究のきっかけ�

人間が効率よく生きることを至上の目
標にする科学的な研究に、僕は農学部の
学生だったのにすごく強い疑問を抱いた
んです。というのもそれが本当に人間を
幸せにしていないのではないかと思った
からです。じゃあ何か違うことを研究し
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主な著書に『睡眠文化を学ぶ人のために』
（世界思想社、2008年）、『アフリカ農業の諸

問題』（京都大学学術出版会、1998年）など
がある。

Don't Disturb 札（仮称）をこだわって収集。
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ようと思って、最初に研究したのがアフ
リカだったんですね。アフリカは遠いか
ら、日本人になじみがなく、偏見を持た
れている。逆に睡眠は当たり前すぎてあ
まり関心が持たれない。僕は遠くにあっ
たり、近すぎたりしてよく知られずに、
偏見を持たれているものを研究すること
に生きがいを感じるんです。だから睡眠
文化は僕にぴったりだったんです。

睡眠文化研究の楽しさ�

学問研究にはいろんなスタイルと評価
のされ方があると思うんですけど、京大
では特にパイオニア的研究の評価が高い
ですよね。だから睡眠文化研究は新しい
学問のフロンティアをやっているパイオ
ニアだという意味で、ある種の楽しさや
強い動機付けにもつながっていたと思い
ます。
また今年睡眠文化論の講義をしてみ

て、こんなにたくさんの人が聴いてくれ

るという別の楽しさを見出しました。で
も、楽しさは難しさにもつながるんです。
言っても言っても伝わらないもどかしさ
があります。これは新しい分野の宿命だ
と思います。どうすればいいかというと、
それはやっぱり辛抱強く頑張って伝え続
けていくしかないですね。

睡眠文化の違いを実体験�

僕が主に調査しているのはエチオピア
の南の方で農業をやっている人たちなん
ですけど、フィールドワークをやってい
ると晩ご飯が出てくるのがすごく遅いん
です。平均で９時半ぐらい、遅い場合だっ
たら夜中の10時半ぐらい。日本だった
ら、そろそろ寝てもいい頃ですよね。そ
れで眠くて、僕なんか先にうつらうつら
してしまって、ご飯の時間が来たら目が
覚めて起きるみたいなことをしていまし
た。
そんな風に僕がうつらうつらするのを

見て、子どもたちがくすくす笑うんです。
その時これは睡眠文化だなと思いました。
そこではいくら眠くても大人が人前で寝
るのは大恥なんですね。これは睡眠のと
らえ方の顕著な差で、日本では国会の会
議中に寝ている人がいるし、授業中に眠
るのは学生の特権ですね。このように睡
眠に対する考え方の地域差、文化差って
かなり大きいんです。
どうしてそんなに晩ご飯が遅いのかと

聞いたら、食べてすぐ寝るのが一番体に
いいんだと言われたことがあります。こ
れは食べてすぐに寝たら体に悪いという

僕らの考え方と全く逆ですよね。僕らは
こういうことを科学的に正しいと勝手に
思っているけど、案外正しくないことも
あります。だから本当に悪いのか、もう
一回きちんと検証してみる必要がありま
すね。
昼間の眠りもその典型です。大人に

なったら昼寝なんかすると体に悪いと言
われた時期がずいぶんありましたけど、
今は職場でも学校でも昼寝を推奨してる
ところがいっぱいありますよね。その方
が会社の効率が上がるとかいうのは気に

くわないけど。睡眠文化を知ることに
よって違いを実感するということは、日
本の中でも世界でもたくさんあります。

全学共通科目「睡眠文化論」�

睡眠文化研究会のメンバーで睡眠文
化研究初の講義を立教大学と京都大学で
同時にやりました。そこで何より驚いた
のは最初から登録希望者が200人を超え
たことです。僕は30人ぐらい来ればい
いなと思っていたのに（笑）。手応えあ
りというか驚きですね。京大の全学共通
科目はだいたい３～４回ぐらいすると生
徒が減って、だいたい最初の半分ぐらい
になる。それで、試験の時だけにみんな
来るということが多い。ところが「睡眠
文化論」はいつまでたっても数が減らな
かったんですね。
どうしてそうなったのかというのは

我々も分析したんですけど、睡眠文化と
いうテーマが身近だけど新しく、関心を
持ちやすかったんだろうと考えてます。

来年も続けてやることに決めたので、ま
たたくさんの受講者が来てくれるとあり
がたいです。来年の講義では今年の講義
で取ったアンケートなどを分析した結果
を生かしていきたいですね。

京大生に一言�

大学生というのは人生で一番自由な時
間でしょう。将来の安定も確かに大切で
すが、それにこだわりすぎず、なかなか
先の見えないような分野にも果敢に挑戦
してみましょう。当たり前でないことに
特別な才能を発揮する、異彩を放つ人が
京大の売りだと思います。今回、睡眠文
化の講義を開講したことによって、今ま
で関心のなかったものに好奇心を示して、
冒険してみる気風が今も脈々とあるとい
うことに気がつきました。だからみんな
もっと冒険してほしい。頑張れ。これを
エールとします。

―ありがとうございました。

▲先生が集めておられるホテルのドアノブに掛
ける  Don't Disturb 札（仮称）。先生はこれを
集めている人は他にいないだろうと語る

休みが終わっちまった！� （総・４　店長） あきらめたらそこで夏休み開始ですよ。� （工・４　ひん）


